
イノシシの被害を受けにくい園芸作物の選定と被害回避効果

［要約］シソは、イノシシが好んで採食しない園芸作物として選定でき、防除

素材として活用できる可能性が高い。
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［背景・ねらい］

本県の中山間地域ではイノシシによる農作物被害が多発しており、防護柵や捕

獲を中心とした対策が講じられているが、多大な労力とコストを要する。

一方、人里側のエサ場価値の低減を総合的に行う観点から、様々な防除技術の

開発が切望されている。そこで、イノシシの被害を受けにくい園芸作物を選定す

るとともに、その被害回避効果について調査し、防除技術の素材としての活用を

検討する。

［成果の内容・特徴］

①シソは、飼育イノシシの嗜好性が他の香辛野菜に比べて極めて低い（図１）。

②シソは、年次、場所に関わらず野生イノシシが出没しても被害が認められず、

シソ植え付け地への侵入がない（表１、図２，３）。

以上の結果より、シソは、イノシシに対する嗜好性が低い作物として選定で

き、防除素材として利用できる可能性が高い。

［成果の活用面・留意点］

①里地でのイノシシに対する餌場価値を低減させる方策として、その他の対策

と併用しながら総合対策を行うことが望ましい。

②水田へ侵入したイノシシが心理的に山へ引き返そうとする山際からの適正な

栽植距離等、依然として未解明な部分も多いため、具体的な活用法について

は、今後、さらなる研究が必要である。



［具体的データ］

図１ 飼育個体における採食試験の結果(2004年)

表１ 年度別イノシシの出没とシソ被害状況

注1)2002､2003年は5～1月､2004年は8～12月に調査．

注2)調査地：高月町松尾．

図２ シソ植付け１年目の痕跡状況 図３ シソ植付け２年目の痕跡状況

（調査地：近江八幡市白王町） （調査地：近江八幡市白王町）
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出 没 回 数
１ ）

被 害 の 有 無

2 0 0 2 年 3 1 な し

2 0 0 3 年 2 5 な し

2 0 0 4 年 3 9 な し
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注１）空腹状態の４個体に一定量を給餌し､60分後の残存率で示した．
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注１）掘り返し跡を50cm×50cmの枠数で表した．

注２）シソ植付法面内において植付けしていない1ｍ×60ｍ．

注３）シソ植付区を通過した痕跡はなし．
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注１）掘り返し跡を50cm×50cmの枠数で表した．

注２）シソ植付法面の植付外と法面に接する森林内の10ｍ×160ｍ．

注３）シソ植付区を通過した痕跡はなし．
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